
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

総合グラウンド用スポーツマット購入事業 鹿追町 2,151,000 2,151,000 総事業費 2,497,000



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 総合グラウンド用スポーツマット購入事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第7期鹿追町総合計画（令和2年度～令和9年度）
施策：施設及び各種機器の適正な運営・維持・管理
施策の具体的内容：施設の適正な運営・維持・管理に努め、老朽化施設の補修などを随時実施す
るとともに、各種作業機械の適切な維持・管理により、安心・安全な施設運営及び環境整備に努
めます。

【目標】アンケート調査による利用満足度70％以上（令和4年度）
  アンケート調査
　　・対象者：グラウンド利用者
　　・アンケート項目：「非常に良い・良い・普通・やや不満・不満」
　利用満足度＝満足者数（アンケート調査で「非常に良い・良い」と答えた人数）÷調査人数

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿追町
交付金事業実施場所 鹿追町緑町

交付金事業の概要
鹿追町総合グラウンドの陸上競技トラックは土走路ですが、主要な大会はゴム走路で実施されま
す。より大会の環境に近い陸上用ゴム走路とするため、スポーツマット220枚の購入費用に交付金
を充当します。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度
アンケート調
査による利用
満足度70％以

上

満足者数÷
調査人数×

100

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 70

達成度 ％ 142.9%

評価年度の設定理由
令和4年度の利用者にアンケート調査を実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を活用し総合グラウンド用スポーツマットの整備によって、より大会の環境に近い陸上用ゴム走路
での練習が可能になりました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 0.0% 0.0%

令和  年度

総合グラウンド用
スポーツマット整備数

活動実績 枚 220
活動見込 枚 220

交付金事業の総事業
費等

令和4年度 令和  年度 令和  年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和  年度

総事業費 2,497,000

うち経済産業省分 2,151,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,151,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 社会教育課
交付金事業の評価課室 社会教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
物品購入 指名競争入札 (有)おかもと 2,497,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

スキー場用ゲレンデ整地機整備事業 鹿追町 1,515,000 1,515,000 総事業費 1,577,400



Ⅱ．事業評価個表（令和　４　年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 スキー場用ゲレンデ整地機整備事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第7期鹿追町総合計画（令和2年度～令和9年度）
施策：施設及び各種機器の適正な運営・維持・管理
施策の具体的内容：施設の適正な運営・維持・管理に努め、老朽化施設の補修などを随時実施する
とともに、各種作業機械の適切な維持・管理により、安心・安全な施設運営及び環境整備に努めま
す。

【目標】アンケート調査による利用満足度70％以上（令和5年度）
  アンケート調査
　　・対象者：スキー場利用者
　　・アンケート項目：ゲレンデ整地について「非常に良い・良い・普通・やや不満・不満」
　利用満足度＝満足者数（アンケート調査で「非常に良い・良い」と答えた人数）÷調査人数

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿追町
交付金事業実施場所 鹿追町幌内

交付金事業の概要
現在スキー場ゲレンデ整地用に使用している機械が経年劣化し、故障により整地作業に支障を来し
ているため、スキー場用ゲレンデ整地機1台の購入費用に交付金を充当します。

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度
アンケート調
査による利用
満足度70％以

上

満足者数÷
調査人数×

100

成果実績 100
目標値 ％ 70

達成度 ％ 142.9%

評価年度の設定理由
令和4年度の利用者にて評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を活用しスキー場用ゲレンデ整地機の整備によって、より安全で快適な環境を利用者に提供が可能になり
ました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 0.0% 0.0% 0.0%

令和  年度

スキー場用ゲレンデ整地機 1
台

活動実績
活動見込 台 1

交付金事業の総事業
費等

令和4年度 令和  年度 令和  年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和  年度

総事業費 1,577,400

うち経済産業省分 1,515,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,515,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 社会教育課
交付金事業の評価課室 社会教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
指名競争入札 (有)日吉鐡工車両（鹿追町）



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

超音波洗浄機整備事業 鹿追町 850,000 850,000 総事業費 859,100



Ⅱ．事業評価個表（令和4年度）

事業期間の設定理由

番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 超音波洗浄機整備事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　第4次鹿追町生涯学習中期計画（平成30年度～令和4年度）
　　　第2章　生涯学習をめぐる動き
　　　　2　生涯学習をめぐる動き
　　　　　（3）今後の教育政策に関する基本的な方針
　　　　　　①夢と自信を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する。
　　　　　　　（エ）学校・家庭・地域の連携・協働
　　　　　　　　・地域の資源を活用し、地域が学校に関わり子どもの学びや育ちを支えるとともに、学校
も地域に関わっていくことが、住民一人ひとりの活躍の場所を創出し、活力を生み出すことにつながる。
【目標】超音波洗浄機稼働率90％以上（令和4年度）
　　　　　　　　　　超音波洗浄機稼働日数　÷　給食作成日数

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鹿追町
交付金事業実施場所 鹿追町西町

交付金事業の概要

鹿追町農業振興センター（鹿追町学校給食共同調理場）においては、町内小中学校及び地域保育所
の給食（約620食）を賄っています。生徒・児童等が使用したスプーン等を超音波洗浄機シンク内
から発生するミクロ単位の気泡で油汚れ等を洗浄していますが、平成20年度に導入している超音波
洗浄機が老朽化しているため更新します。
　超音波洗浄機1台の更新。
　　・水槽容量：73ℓ
　　・発振周波数：28ｋＨｚ



交付金事業の担当課室 学校教育課
交付金事業の評価課室 学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
物品購入 指名競争入札 株式会社　中西製作所北海道支店（札幌市） 859,100

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 850,000
うち文部科学省分

総事業費 859,100

うち経済産業省分 850,000

交付金事業の総事業
費等

令和4年度 令和  年度 令和  年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和  年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 0.0% 0.0%

令和  年度

超音波洗浄機設置台数

活動実績 台 1
活動見込 台 1

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

超音波洗浄機
稼働率90％以

上

超音波洗浄
機稼働率
稼働日数÷
給食日数×

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 90

達成度 ％ 111.1%

評価年度の設定理由
令和4年度の稼働実績にて評価するため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金事業により、超音波洗浄機を1台購入しました。
購入前に稼働していた超音波洗浄機は、部品製造が行われておらず、修理ができないため、故障した場合は、使用不
可となり、給食運営に支障をきたす恐れがあります。
購入後は、安定的に稼働しており成果目標であった「稼働率90％以上」を達成し、洗浄作業の効率を図ることがで
き、スムーズに業務を行うことができています。


